戦時下保育運動における「遊び」研究-「保育問題研究会」を中心に- by 浅野 俊和
はじめに
“幼児教育の父”であるフレーベルの言を俟つまでも
なく､ ｢遊び｣ は､ 幼児期の子どもの発達をうながす主
導的な活動だとされる｡ 保育内容としての ｢遊び｣ につ
いては､ フレーベル思想の影響のもと､     (明治９)
年に日本初の幼稚園である東京女子師範学校附属幼稚園





人物の１人である｡ 倉橋は､ 東基吉や和田実ら､ 先達の
業績を受け継ぎ､ 形式的な ｢恩物主義｣ の保育を排して､






見られた｡ とりわけ､     (昭和  ) 年  月に城戸幡太
郎を会長として発足し､ 保育問題に関する研究運動をめ
ざしていた ｢保育問題研究会｣ (以下､ ｢保問研｣ と略記
する) は､ ｢児童中心主義｣ ではなく ｢社会中心主義｣
という視点から保育をとらえなおし､ 新たな理論の構築
と実践の探究をめざした団体の１つである１)｡
｢保問研｣ は､ 機関誌 『保育問題研究』 の創刊号へと












本稿では､ そうした ｢保問研｣ が行った ｢遊び｣ をめ
ぐる研究について､ 機関誌の論稿をもとに､ 活動状況を








On the Thought and Research Activities of Play in Kindergartens
and Day Care Centers in Japan: 1936-1943
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Abstract:：
1936 (昭和 11) 年 10月に城戸幡太郎を会長として発足し､ 保育問題に関する研究運動をめざしていた ｢保育問題
研究会｣ は､ 倉橋惣三を代表とする当時の保育思潮に対して､ それを批判的にとらえ､ ｢児童中心主義｣ ではなく
｢社会中心主義｣ という視点から保育をとらえなおして､ 新たな理論の構築と実践の探究をめざした団体の１つであ
る｡ その ｢遊び｣ 研究は､ １) 欧米における児童心理学の研究成果から学ぶ一方､ 観察や実験､ アンケート調査など
の実証的・科学的な手法に基づいて､ 遊びの意義と指導のあり方を探った点､ ２) 遊びを ｢自己充実｣ の手立てとし
て狭くとらえるのではなく､ ｢社会的訓練｣ や ｢生活技術｣ 習得の重要な機会として位置づけ､ ｢社会中心主義｣ の保
育を主張した点､ ３) 遊びの内容や保育指導の質を向上させることだけでなく､ 幼稚園と託児所､ 都市と農村の間に















になつた｣ ことで､ 研究活動がはじめられた４)｡ 第１回
例会は､ 同年  月  日に行われており､ 当日を以て ｢会
が実質的に創立した日である｣ とされる５)｡
翌    (昭和  ) 年１月  日に開催された第３回例会
では､   名の出席者を得て､ ｢自由遊び｣ をテーマに研
究発表がなされた｡ その題目については､ 城戸幡太郎
｢自由遊びについての調査｣､ 大羽昇一 ｢農村・都市の児
童の遊戯｣､ 牛島義友 ｢幼児の玩具｣､ 大崎サチヱ ｢幼児
の遊戯と悪癖｣ などであり６)､ それらの発表は ｢さなが
ら遊戯調査のコンクールのやうだつた｣ という７)｡
城戸幡太郎の報告は､ 保育問題研究会 ｢自由遊びにつ






















































｢滑台､ 絵本､ ブランコ (一人乗)､ シャベル､ ママゴト
道具､ 床上積木､ フルヒ､ ボール､ 砂型､ ヒルの積木､
人形､ 枠登り､ シーソー､ ブランコ (多人乗)､ 毬､ 汽
車 (砂場用品)､ 大恩物､ 縄､ 如露､ 杓子､ 誘導円木､









































のコメントが寄せられている２４)｡ また､ 彼は､ 後に農
村の幼児を対象にした遊び・玩具・絵本の調査もまとめ
ており､ 発表は､ その一部であったと考えられる２５)｡
牛島義友の発表は､ 同 ｢幼児の玩具｣ (『幼児の教育』
日本幼稚園協会､ 第  巻第６号､     年６月､ 後に､ 同


























のと推測される｡ また､ ｢この日参集保姆の間から 『保
育問題研究会自主化』 の提案があり､ 幹事制の件､ 各研
究部門毎に分科会を設ける件等が協議され､ 茲に一本立
ちの会としての形が整ふに至つた｣ という３０)｡ そして､
それらの方針に基づき､ ６つ (のちに７つとなる) の研
究部会が設けられ､ 各部会の研究活動がはじめられた｡
(２) 第六部会による ｢遊び｣ 研究
｢遊び｣ の問題は､ ｢遊戯ト作業｣ を扱う第六部会が















































続いての部会では､   月  日に､ 松葉重庸が ｢幼稚園
託児所に於ける壁絵新聞の作り方｣ を報告した３５)｡ ま




しかも ｢作業｣ の１つである ｢手技 (折紙､ 切取り､ 貼
付け､ 粘土細工､ 組立玩具､ 玩具製作) の研究｣ などに
偏ってしまい､ ｢自由遊び｣ に関する検討は置き去りと
されてしまった｡ そうした事情について､ 『保育問題研





































のの､ 城戸の主張は著書 『幼児教育論』 (賢文館､     
年) などから読み取ることができるため､ 次章で詳しく
触れることとしたい｡














調査｣ 及び ｢自由遊びの調査｣ という２つの調査に向け
て､ ｢調査票を作るために研究｣ がなされ､ ｢自由遊びの
調査については既に為せるものがあるので､ これと重複
せぬやう､ 異なつた観点より調査する｣ こととなっ
た４５)｡ そして､ ｢四月中旬､ これらの二調査を部員中に
配布､ その報告により研究活動をすすめる｣ 計画も立て
られている４６)｡











二､ イ､ 遊戯―遊戯の特徴､ 指導､ 新しい遊戯の考
案､ 競争 (勝てる遊び)






一､ 提案 (調査票による調査等) を出し
二､ 報告を (保姆が) 為し
三､ その報告を検討する
いう４７)｡ なお､ 部会の記録の締めくくりには､ それら
の調査の趣旨について､ ｢ 『遊具調査』 は設備の標準を




















その後､ ｢保問研｣ は､     (昭和  ) 年  月に運営方




｢保問研｣ 全体の状況でもあった｡ その背景には､ 研究









泄・着衣・睡眠)｣､ 城戸が提唱する ｢社会的訓練 (規律・
社交)｣ に比べ､ ｢幼稚園令施行規則｣ で示された ｢保育
五項目｣ に匹敵する ｢生活教材 (観察・談話・作業・音
楽・遊戯・運動)｣ は､ 総合的に指導することが難しく､
実践的に大きな課題を残してしまった５３)｡ とりわけ､









方法｣ として ｢劇遊び｣ に取り組んだことを報告・投稿
している５５)｡ これは､      (昭和  ) 年７月開催の
｢第二回保育問題夏季研究講座｣ における ｢研究発表｣
をまとめたものである５６)｡
とはいえ､ その後､ 会員の検挙で弾圧が相次いだ ｢保
問研｣ は､ 活動の継続も次第に困難となっていく｡ そし
て､     (昭和  ) 年６月､ 恩賜財団愛育会傘下の ｢日
本保育研究会｣ へと再編されて終焉の時を迎える｡
Ⅱ. ｢保育問題研究会｣ 会員による ｢遊び｣ 論
(１) 城戸幡太郎の ｢遊び｣ 論







は､ ｢保問研｣ 会員による ｢遊び｣ 論として､ 城戸と牛
島の２人を中心に検討し､ その子ども観や保育観が持つ
限界についても指摘したい｡





けていた５７)｡ その具体的な任務について､ 城戸は､ 次
のように述べている｡























ぬ｣ ということである６０)｡ また､ 幼稚園や保育所で使















とが遊戯の指導である｣ と指摘する６２)｡ また､ そうし
た指導の具体的方法について､ ｢子供の遊戯は､ それを
生活化し､ 技術化し､ 芸術化することによつて､ 子供の
生活を指導することができる｣ と提起した６３)｡









として､ 満たすべき ｢生活の技術｣ に関わっての指導を






また､ 城戸は､ 生活の要求を ｢満足さすための技術の
ための道具が必要となつてくる｣ として､ 子どもの ｢生
活の技術｣ を指導し､ 遊びを ｢技術化｣ させる道具とし









同時に､ 城戸は､ そうした遊具による ｢生活の技術化｣
が持つ ｢社会的協力の訓練｣ への契機も忘れてはいない｡
彼は､ ｢どんな技術でも､ 技術が発達するに従つて一人








養つてゆかねばならぬ｣ としている７１)｡ また､ ｢模倣遊












残る ｢芸術化｣ について､ 城戸は､ ｢遊戯の問題とし
て今一つ考へられる指導の方法は生活の演劇化といふこ
・・・・・・
とである｣ と説く７４)｡ なぜ ｢演劇｣ なのかの理由につ







技の協同作業もできる｣ と述べている７５)｡ また､ ｢喧嘩｣
の劇化により､ ｢社会的協同精神｣ の涵養も可能である
とし､ その ｢社会的訓練｣ としての意義にも触れていた｡
こうした城戸幡太郎の遊び論の特徴は､ 子どもの ｢生
活要求｣ を充足する活動として､ 遊びを幼児教育の基礎
に位置づける一方､ それを ｢生活化し､ 技術化し､ 芸術
化することによつて､ 子供の生活を指導｣ し､ ｢利己的
生活｣ を ｢共同的生活｣ へ高めていく ｢社会的訓練｣ の
１つと見なした点である｡ しかし､ ｢社会的訓練｣ の手
立てとして遊びをとらえ､ そこに指導の目的を収斂させ
ることは､ 前述した ｢保問研｣ の保育案研究が陥っていっ
たように､ 遊びという活動が持っている可能性を矮小化
させてしまうものでもあった｡ すなわち､ 木下龍太郎も









たのである７６)｡ また､ それは､ 結果的に ｢社会的訓練｣
と遊びのつながりを拡散させてしまい､ 会員の間で遊び
を指導することに対して消極的な姿勢すらも生み出して




必要｣ だととらえ､ 研究会が主唱してきた ｢社会中心主






た ｢自由遊びについての調査｣ に加えて､ ｢遊具と子供
の社会生活｣ に関する調査も実施しており､ 幼稚園と託
児所の遊具に見られる違いが及ぼす影響の検討を試みて

















する７９)｡ これは､ 保育内容のみならず､ 保育条件の側
面からも両者の一元化を提起したものとして注目に値し
よう｡
(２) 牛島義友の ｢遊び｣ 論
牛島義友は､ 波多野完治・三木安正・山下俊郎らとと
もに法政大学児童研究所の城戸幡太郎のもとで薫陶を受
けながら､ 前述したように､ ｢保問研｣ の第六部会チュー
































一方､ 遊びの指導に関しては､ 城戸と同じく､ ｢遊び
は生活への準備である｣ ととらえ､ ｢将来の生活に対す
る意義と云ふ点から遊びを指導して行く必要がある｣ と
述べる８７)｡ 牛島によれば､ その ｢生活の準備と云ふの
は､ ……精神機能を練磨し､ 運動機能を練習して､ 間接
的に将来の活動に具へてゐる｣ ことであるという８８)｡









しい｣ のであって､ ｢遊びの生活化､ 生活の遊戯化､ 仕
事即遊びの生活に指導することを原則とす可きではなか
らうか｣ と､ 牛島は提起する９０)｡ そこには､ ｢子供と共













































以上､ 本稿では､ ｢保育問題研究会｣ が行った ｢遊び｣
をめぐる研究について､ 機関誌の論稿をもとに､ 活動状
況を追う一方､ 代表的な会員である城戸幡太郎と牛島義
友の ｢遊び｣ 論にも目を向けて､ 彼らの子ども観や保育
観もおさえた｡ 最後に､ それらに見られる歴史的特質と






た点である９９)｡ ｢保問研｣ では､ 城戸幡太郎を中心に､
｢自由遊びについての調査｣ や ｢遊具と子どもの社会生
活｣ の調査を試み､ 幼稚園・保育所における遊びの実態














第２は､ 遊びを ｢自己充実｣ の手立てとして狭くとら
えるのではなく､ ｢社会的訓練｣ や ｢生活技術｣ 習得の
重要な機会として位置づけ､ ｢社会中心主義｣ の保育を









｢生活技術｣ の育成や ｢協同精神｣ の涵養といった方法
的視点から､ ｢社会的協力の訓練｣ としての遊びを主張
している｡ これは､ 倉橋惣三に代表される当時の ｢児童
中心主義｣ 的な保育が､ 子どもを現実の社会から切り離
して理想化し､ 遊びを個人が ｢自己充実｣ していくため
の手段として矮小化して､ ｢利己的生活｣ から ｢共同生
活｣ へと発展させることが欠落している状況に対する批
判を企図するものであった｡ しかし､ 城戸による遊びの






































史 (上)』 (青木書店､     年)､ 松本園子 『昭和戦中
期の保育問題研究会――保育者と研究者の共同の軌跡
(         )』 (新読書社､     年) が詳しい｡
２) [無署名] ｢『保育問題研究会』 趣意書｣ (『保育問題
研究』 保育問題研究会､ 第１巻第１号､     年  月､
表紙裏)｡
３) ｢保育問題研究会｣ の ｢遊び｣ 研究については､ 松
本 『昭和戦中期の保育問題研究会』 (前掲) が言及し
ているけれども､ 活動の詳細に踏み込んでの分析とは






４) [無署名] ｢保育問題研究会三年史｣ (『保育問題研究』
第３巻第９号､     年  月､    )｡
５) 同上｡
６) [無署名] ｢保育問題研究会は何をして来たか｣ (『保
育問題研究』 第１巻第１号､   )｡
７) [無署名] ｢第五回保育問題研究会の経過報告｣ (『教
育』 岩波書店､ 第５巻第２号､     年２月､    )｡
開催日時から､ 表題の ｢第五回｣ は ｢第三回｣ の明ら
かな誤りである｡
８) 保育問題研究会 ｢自由遊びについての調査｣ (『教育』
第５巻第２号､    ､ 後に､ 加筆・修正され､ 城戸幡















  ) 保育問題研究会第六部会 ｢『自由遊び』 についての
調査 (一)｣ (『保育問題研究』 第１巻第１号)､ 同
｢『自由遊び』 についての調査 (二)｣ (同前､ 第１巻第
２号､     年  月)､ 同 ｢『自由遊び』 についての調査
(三)｣ (同前､ 第２巻第２・３号､     年３月)｡
  ) [無署名] ｢第五回保育問題研究会の経過報告｣ (前
掲､    )｡








  ) [無署名] ｢保育問題研究会は何をして来たか｣ (前
掲､   )｡
  ) 同上､      ｡
  ) ｢保育問題研究会会則｣ (『保育問題研究』 第１巻第
１号､ 奥付)｡
  ) [無署名] ｢保育問題研究会研究部会の方針｣ (『保育
問題研究』 第１巻第１号､    )｡
  ) [無署名] ｢保育問題研究会は何をして来たか｣ (前
掲､   )｡
  ) 同上｡
  ) [無署名] ｢十月の研究会報告／第六部会｣ (『保育問
題研究』 第１巻第２号､    )｡ なお､ その報告内容
は､ 松葉重庸 ｢壁絵新聞の作り方｣ (同前) として論
稿にまとめられている｡
  ) [無署名] ｢研究会報告／第六部会｣ (『保育問題研究』
第２巻第１号､     年１月､    )｡ なお､ この発表
の内容についても､ 松葉重庸 ｢折紙芝居の創造｣ (同
前) という論稿が掲載されている｡
  ) [無署名] ｢研究会報告／第六部会｣ (『保育問題研究』
第２巻第１号､    )｡
  ) 保育問題研究会第六部会 ｢『自由遊び』 についての
調査 (一)｣ (前掲､    )｡
  ) 保育問題研究会第六部会 ｢『自由遊び』 についての
戦時下保育運動における｢遊び｣研究観察｣研究
― 9―
調査 (一)｣ (前掲､    )｡
  ) 城戸幡太郎・田島眞治 他 ｢[座談会] 戦争と保育問
題｣ (『保育問題研究』 第２巻第１号､        )｡




  ) 浦辺史 『日本保育運動小史』 風媒社､     年､    ｡
  ) 松葉重庸 ｢研究会報告／第六部会｣ (『保育問題研究』
第２巻第４号､     年４月､    )｡
  ) 同上 ([……] は引用者､ 以下同様)｡
  ) 同上｡
  ) 同上｡
  ) 俵屋龍子 ｢研究会報告／第六部会｣ (『保育問題研究』
第２巻第５号､     年５月､    )｡
  ) 同上､        ｡
  ) 俵屋龍子 ｢研究会報告／第六部会｣ (『保育問題研究』
第２巻第６号､     年６月､       )｡
  ) 同上､    ｡
  ) 俵屋龍子 ｢研究会報告／第六部会｣ (『保育問題研究』
第２巻第８号､     年８月､    )｡
  ) 幹事会 ｢研究会の新機構｣ (『保育問題研究』 第３巻
第  号､     年  月､    )｡
  ) 戸越保育所 (塩谷アイ・管京子) ｢保育案実施の一
報告｣ (『保育問題研究』 第４巻第３号､     年３月)｡
  ) 保育案研究委員会 ｢保育案の研究｣ (『保育問題研究』
第３巻第４号､     年４月､    )｡
  ) 菅京子 ｢劇あそび指導の一経験｣ (『保育問題研究』
第４巻第８号､     年９月､    )｡
  ) 松葉重庸 ｢第二回保育問題夏季研究講座報告｣ (『保
育問題研究』 第４巻第６号､     年７月､   )｡
  ) 城戸幡太郎 ｢保姆は子供に何を求むべきか｣ (『保育
問題研究』 第２巻第２・３号､   ､ 後に､ 加筆・修
正され､ 城戸 『幼児教育論』 (前掲) へと収録)｡
  ) 城戸幡太郎 ｢我等は何をなすべきか｣ (『保育問題研
究』 第１巻第１号､   ､ 後に､ 加筆・修正され､ 城
戸 『幼児教育論』 (前掲) へと収録)｡
  ) 城戸幡太郎の ｢遊び｣ 論については､ 宍戸健夫 ｢戦
時下日本の保育理論――城戸幡太郎の場合｣ (『同朋大
学論叢』 第  号､     年３月) が詳しい｡
  ) 城戸 『幼児教育論』 (前掲､     )｡
  ) 城戸幡太郎 ｢遊具と子供の社会生活 ―― 幼稚園と
託児所とにおける比較｣ (『教育』 第７巻第２号､     
年２月､    ､ 後に､ 加筆・修正され､ 城戸 『幼児教
育論』 (前掲) へと収録)｡




  ) 城戸幡太郎 『生活技術と教育文化』 賢文館､     
年､     ｡
  ) 同上､    ｡





  ) 同上､     (傍点原文､ 以下同様)｡
  ) 同上｡
  ) 同上､          ｡
  ) 木下龍太郎 ｢幼児教育思想の遺産｣ (矢川徳光・城
丸章夫編 『講座 日本の教育  幼児教育』 新日本出
版社､     年､    )｡
  ) 山下俊郎 『幼児の家庭教育』 大理書房､     年､   
   ｡
  ) 城戸 ｢遊具と子供の社会生活｣ (前掲､    )｡
  ) 同上､    ｡






  ) 城戸 『幼児教育論』 (前掲､     )｡














― 『保育問題研究会』 を中心に｣ (『中部学院大学・中
部学院大学短期大学部研究紀要』 第８号､     年)｡
  ) 牛島 『愛育の玩具』 (前掲､    )｡
  ) 同上､        ｡
  ) 欧米での遊び研究に関しては､ 大羽昇一 ｢遊びに就
いての研究史｣ (『教育』 第５巻第８号､     年８月)
などが詳しい｡
   ) 城戸 『幼児教育論』 (前掲､     )｡
   ) 牛島 『愛育の玩具』 (前掲､     )｡
   ) 第一部会 (浦辺史) ｢一日の保育過程の問題｣ (『保
育問題研究』 第２巻第４号､     年４月､    )｡
   ) 木下 ｢幼児教育思想の遺産｣ (前掲､    )｡
   ) 城戸 『生活技術と教育文化』 (前掲､    )｡
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